
 ダグラス・ヘイウッド夫妻との交流会の記録 （2026.8.2） 

泰緬鉄道と日本国内の捕虜収容所について （笹本妙子） 

本日は、始めに泰緬鉄道と日本の捕虜収

容所に関わる問題について、お話ししま

す。 

泰緬鉄道（タイ・ビルマを結ぶ鉄道）の

建設現場は熱帯地域でしたから、さまざま

な熱帯病がありました。コレラなどの感染

症に加え、熱帯性潰瘍という病気もありま

した。これは、少し傷ができただけでも、

たちまち患部が腐っていき、肉が溶けて骨

が見えるほどになる恐ろしいものでした。 

そうした過酷な環境の中で、捕虜たちは

重労働を強いられ、さらに日本軍兵士からの虐待も受け、多くの命が失われました。 

当時、日本軍は広大な地域を占領していました。そこにいた連合軍兵士たちは捕虜となり、その

一部が泰緬鉄道建設へ送られました。 

 この鉄道は、バンコク方面からビルマ方面を結ぶ全長約 415 キロの路線で、戦争捕虜約 6 万 5 千

人、現地労働者約 30 万人によって建設されました。橋を架け、岩山を切り開き、荷物や資材を運

ぶのも、ほとんど人力でした。1942 年 7 月から、わずか 1 年 3 か月ほどで完成させられた、まさ

に突貫工事でした。 

病気になっても、ヤシの葉で葺いたような粗末な小屋に寝かされるだけで、薬もほとんどあり

ませんでした。そうした中で、多くの人が次々と亡くなっていきました。 

そのような泰緬鉄道建設を生き延びた人々の一部は、今度は日本本土へ送られることになりま

す。その一人がスコット・ヘイウッドさんで、楽洋丸という船で日本へ送られる途中、1944 年 9

月 6 日にシンガポールを出航し、6 日後に中国・海南島沖でアメリカ潜水艦の攻撃を受けまし

た。乗船していた 1317 人のうち 1181 人が海に失われましたが、137 人が救助され、日本へ送ら

れました。その後、彼らは横浜市鶴見区にあった捕虜収容所に収容され、一時期は東芝鶴見工場

で労働を強いられました。収容所は移転を重ね、最終的には東芝工場敷地内にも設けられまし

た。 

しかし、1945 年 7 月 13 日の空襲で、捕虜宿舎は 1000 ポンド爆弾の直撃を受けます。GHQ 資

料にもその爆撃跡が記録されています。ヘイウッドさんは就寝中に直撃を受け、即死したと考え

られています。この空襲では、彼を含め 30 人が亡くなりました。遺骨は当時、周辺の墓所に埋葬

されました。ここからは、その家族の物語を綴った本に基づいて、息子さんであるダグラスさん

にお話しいただきます。 



ダグラスさんのお話 （ダグラス・ヘイウッド） 

皆さん、英連邦墓地から戻ってきてくださってありがとうござい

ます。外はとても暑いですが、この部屋で皆さんとまたお話しでき

ることをうれしく思います。 

まず申し上げたいのは、戦争に祝うべきことは何ひとつないという

ことです。 

戦争は、敵味方を問わず、そこに関わったすべての人に深い苦しみ

を与えます。 

この小さな本は、父が母に宛てた手紙、家族へ送った手紙、捕虜

になる前の手紙、捕虜になってからの手紙、そして後に関連する新

聞記事などをまとめたものです。 

母は 2 年ものあいだ、父が生きているのか死んでいるのか分かりませんでした。ようやく日本

語で書かれたカードが届き、父が生きていることだけが知らされました。 

私が十代の頃、この手紙の束を見つけ、すべてタイプで打ち直しました。そうする中で、私は

父という人を知ることになったのです。 

この本を書いた目的は、戦争を美化することでも、日本人を責めることでもありません。若い

兵士だった父がどのような道をたどり、何に耐えたのかを記録することでした。そして同時に、

私は日本兵の側にもまた、戦いたくないと思っていた人たちがいたはずだと考えています。 

父は泰緬鉄道完成後、まだ健康状態が比較的よかったため、日本へ送られるグループに選ばれ

ました。しかし、その船旅は決して安全なものではありませんでした。攻撃を受ける危険が常に

あったからです。 

実際、父の乗った船は攻撃を受け、沈没しかけました。そのとき父は、まず若い兵士たちを先

に海へ飛び込ませ、自分は将校として最後まで残り、皆が飛び込んだのを見届けてから海へ飛び

込んだそうです。その後、救命ボートで中国沿岸を目指しましたが、到着する前に日本側に救助

され、日本へ送られました。そして東芝の工場で働かされることになったのです。 

一方、オーストラリアに残された母は、幼い子どもを 2 人抱えて、どう生きていくかを考えな

ければなりませんでした。最初は幼稚園の先生となり、その後は法律事務所でも働きました。私

たちは母、兄弟、そして親族とともに生活していました。 

私自身は 15 歳で学校を出て働き始め、電話機の取り付けなどの仕事をしていました。しかしそ

の後、再び学びたいと思うようになり、30 歳で大学に戻りました。そして高校教師となり、さら

に学びを続けて、メルボルン大学でも教育について学びました。音楽も続け、今では合唱団やオ

ーケストラの指揮もしています。 

これは母の写真です。そして、この赤ん坊が私です。 

また、こちらが父の手紙です。文字がどれほど小さいか、見ていただけると思います。 

父は捕虜収容所でずっと手紙を書いていましたが、日本軍の看守に見つかれば没収される危険が

ありました。最初は地面に埋めたりして隠していたそうですが、何度もそれを繰り返すうちに疲

れてしまった。そこである時、あえて机の上にそのまま置いておいたのです。すると看守たち



は、そんな見つかりやすい場所に大事なものがあるはずがないと思ったのでしょう、かえって見

つからなかった。そうして手紙は残りました。 

父は捕虜生活の中で、日本兵の中にも友人を得ました。中には「自分たちだって戦争などした

くない」と語る兵士もいたそうです。戦争が終わったらオーストラリアへ来て一緒に食事をしよ

う、そんな話さえしていたと聞いています。 

父は将校でしたが、上官たちから必ずしも好かれていたわけではありませんでした。なぜなら

父は、部下たちと同じように穴を掘り、働き、彼らの面倒を見ていたからです。上の立場にいる

人の中には、そうした労働から距離を置く人もいましたが、父は違いました。 

日本へ送られる前、父は書きためた手紙の束を仲間の将校に託しました。もし自分が帰れず、

君が生きて帰れたなら、これを妻に渡してほしい、と頼んだのです。託されたその仲間は戦後オ

ーストラリアへ戻り、実際にその手紙を母へ届けてくれました。 

父は、終戦のわずか 6 週間前に亡くなりました。病院から戻ったばかりで、その日は比較的よ

い寝床を与えられていたそうです。ところが、その日にアメリカ軍の爆弾が収容所を直撃し、父

は亡くなりました。 

母のもとには戦時中、軍からさまざまな知らせが届きました。「行方不明」「生存」「死

亡」、そしてまた「生きている」――情報は何度も変わり、そのたびに母は心を揺さぶられまし

た。最後に届いた知らせには、「彼は生きており、9 月にメルボルンへ帰ってくる」と書かれてい

ました。 

ところが、その船が到着する前の晩、母は夢を見たそうです。聖ペテロが手紙を持って現れる

夢でした。そして翌朝、母が夫を迎えに港へ向かおうとした。まさにその時に、郵便配達人が電

報を持って来ました。そこには、父の死が記されていました。 

夫に再会できると信じて家を出ようとした瞬間に、その死を知らされる――母がどれほどの衝撃

を受けたか、想像もできません。 

質疑応答 

質問：日本へ来てからも、お父様は手紙を書いていたのでしょうか。 

ダグラスさん：分かりません。書いていた可能性はありますが、もし書いていたとしても、空襲

で失われたのかもしれません。 

質問：16 歳で初めて手紙を読んだ時、どのようなお気持ちでしたか。 

ダグラスさん：非常に強い感情を覚えました。手紙を読むことで、私は父という人を知ることが

できました。そこには、戦争のこと以上に、家族への深い愛情があふれていました。 

質問：今の学生たちに伝えたいことは何でしょうか。また、日本に対してどのようなお気持ちを

お持ちですか。 

ダグラスさん：私がこうして話をするのは、戦争がどれほど愚かなものかを考える機会にしてほ

しいからです。今の日本は、とても親切で、温かく、美しい国です。今回も多くの方の優しさに

触れました。平和とは、特別に難しいことではなく、互いに微笑み、あいさつし、思いやること

から始まるのだと思います。 

質問：しかし戦時中、日本兵が捕虜にひどいことをしたのも事実です。それについてはどう考え

ますか。 



ダグラスさん：確かに残虐な行為はありました。しかし私は、私たちは皆、人間なのだと思って

います。どちらの側にも、戦いたくないのに戦わされた兵士たちがいました。問題は個々の人間

だけではなく、戦争そのものの仕組みや体制にあったのだと思います。 

質問：なぜ今年、再び日本に来ようと思われたのですか。 

ダグラスさん：今年が 80 周年だからです。 

質問：こうした歴史を伝えていくためには、現地を訪れて学ぶことが大切だと思いますか。 

ダグラスさん：とても大切だと思います。語り続けることが必要です。話さなければ、歴史は忘

れられてしまいます。自分の国で何があったのかを知ることは、とても大事なことです。こうし

た式典や現地での学びには、大きな意味があると思います。 

質問：原爆については、どのように考えていますか。 

ダグラスさん：とても難しい問題です。原爆が戦争を終わらせたという見方はあると思います。

しかし、その代償はあまりにも大きすぎました。ほかに戦争を終わらせる方法がなかったのか、

私には分かりません。ただ、あれほど多くの人々が犠牲になったことの重さは、決して忘れては

ならないと思います。 

 

結び （ダグラスさん） 
今日はこの場に招いていただき、ありがとうございました。 

私は、戦争の記憶を語ることは、過去を責めるためではなく、未来に同じ過ちを繰り返さないた

めだと思っています。 

私たちは皆、人間です。だからこそ、互いに憎しみではなく、思いやりを選ばなければなりませ

ん。 

どうか、戦争の愚かさを忘れず、平和のために語り続けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （通訳 田村佳子、記録 小宮まゆみ） 


